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知
ら
せ

◆第４３回文化祭書道展
日時 １１月１日（日）～３日（火）１０時～１７時 場 福
祉文化会館　内容 盆栽展と共催。書道協会に
加入している先生とお稽古している人達の作品
展示　問 �８７５－３４８９三嶽（葉山町書道協会）

◆みんなで歌おう　アミスタ（友情）会
日時 １１月６日（金）１４時～１６時　場 福祉文化会
館　費用 ５００円（資料代）内容 ピアノ伴奏でな
つかしの名曲などを皆で楽しく歌いましょう。
問 �８７５－００２９�梨（６０歳からの音楽教室）

◆すぐに役立つ「基本介護実技講習」
日時 １１月８日（日）１０時～１２時　場 生活クラブ
葉山センター２階　費用 ５００円（参加費）　内容 
理学療法士を講師に介護の基本となる「立ち上
がりと歩行」の基礎から実践までを学習。問 �
８７６－０２３４（（Ｎ）ワーカーズコレクティブのぞみ）

◆竹林整備体験ボランティア
日時 １１月８日（日）～２２年６月の毎月第２（日）
場 逗子市小坪（披露山入口）　内容 竹林管理の
しかた学習、竹林の間伐、下草刈　全８回　費
用 保険料等実費負担 問 �８２４－９８８２岩井（三浦
竹友の会）

◆家事家計講習会
日時 １１月１３日（金）１０時～１１時３０分　場 黒門カ
ルチュア・クラブ　内容 未来を創る予算生活、
守る楽しみ生まれる工夫。※託児あり。問 �
８７５－８０５８若林（逗子友の会）

◆旧宮城道雄別荘で琴のしらべを聴く別

荘ツアー
日時 １１月１４日（土）１０時（バス停「葉山」集合）
～１６時　内容 旧伊藤峯雄別荘（現本ふじ）で昼
食後、普段は非公開の別荘で琴を聴く。建物見
学付。費用 ８，０００円（ガイド資料保険昼食コン
サート代含む）　要申込み問 � � ８０２－２０２２矢
部（エコツーリズム葉山）

◆第２回地産地味（芋煮会）
日時 １１月１５日（日）１２時３０分から（小雨決行）　
場 葉山まみあな乗馬処（湘南国際村星山トンネ
ル手前　バス停「間門沢調整池」下車）費用 
２，０００円（会費）内容 地元の食材を味わいなが
ら、葉山町について話し合いましょう。先着４０
人。問 �８７５－２０７５渡辺（地産地味を楽しむ会）

◆羊毛フェルトでボール作り
日時 １１月１６日（月）１０時～１２時　場 すくパラハ
ウス（スズキヤ裏）費用 ５００円（参加費）＋材料
費　内容 優しい手触りの羊毛フェルトでボー
ルを作ります。小さい子どものおもちゃにも、
お部屋のインテリアにもなります。問 �０８０－
５４０４－３９８６町田（葉山っ子すくすくパラダイス）

◆第４１回海風学園・いちばん星チャリ
ティバザー

日時 １１月２２日（日）１０時～１５時　場 横須賀商工
会議所　内容 利用者作品展示、屋台、抽選など
問 �８３５－１３６２（海風学園・いちばん星後援会）

◆パーキンソン病講演会
日時 １１月２４日（火）１４時～１６時　場 鎌倉芸術館
費用 ５００円　内容 「薬の飲み方」。講師は薬物療
法の権威水野美邦さん（順天堂大越谷病院院
長）。　定 員 １５０人。問 �０４６７－４５－６１７９野 村
（全国Ｐ病友の会鎌倉逗葉分会）

◆山口蓬春記念館
【葉山特別見学会（無料）】
日時 １１月２６日（木）９時３０分～１４時３０分　場 葉

山しおさい博物館、県立近代美術館　葉山、山
口蓬春記念館　内容 葉山の自然と文化に触れ
るひと時を過ごしてみませんか。定員 ３０人（抽
選）。締切１１月１３日（金）必着　申込み 往復はが
きかFAXで。住所、氏名、年齢、電話番号を書
いて、一色２３２０山口蓬春記念館「葉山特別見学
会」係まで
【呈茶会】
日 時 １１月２８日（土）・２９日（日）１２時～１５時３０分（両
日とも最終席は１５時から）　費用 １，０００円（特別展
入館料含む）内容 非公開の和室にて、季節のお
菓子と抹茶をお楽しみいただきます。申込み ２
日前までに�で。�８７５－６０９４（山口蓬春記念館）

◆第１３回外国人日本語スピーチ大会
日時 １１月２８日（土）１３時～１５時　場 逗子アリーナ
費用 無料　内容 スピーチのタイトル自由３～
１０分参加賞あり。見学だけでもＯＫ。各国の人
が参加。友達もできます。問 �８７６－１１７５（さ
くら日本語の会）

◆第１回逗子第九演奏会
日時 １２月６日（日）１５時３０分から　場 逗子文化
プラザ　費用 １，０００円（入場料）　内容 指揮は前
澤均、演奏は湘南ユースオーケストラ、合唱は
逗子第九合唱団　問 �８７５－０６４２横田、�８７３－
９８１４黒川（逗子第九合唱団）

◆ゲートボール会員募集
日 時 毎（月）・（水）・（金）か（土）９ 時 ～１２時　場 
堀内、一色、葉桜、長柄各公園及び木古庭野球
場　内容 町在住者の健康増進などのために
やってみませんか。初心者歓迎。問 �８７５－
９０５８柳井（やない）（葉山町ゲートボール協会）

◆視覚障害者に音訳テープを！
視覚障害者に新聞小説や書評欄その他をテー
プ・ＣＤに音訳録音しています。希望者には「利
用案内テープ」を送ります。問 �８７５－９８８９（音
訳の会葉山やまばと（社会福祉協議会内））
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　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電話番号を書
いて、企画調整課「葉山歌壇俳壇係」まで
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